
2025 年度第 78 回大会第 2 回理事会・評議員会議事録 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
日時：2025（令和 7）年 10 月 25 日（土）11:00-11:25 
場所：鹿児島大学郡元キャンパス 共通教育棟 1 号館 2 階 122 号会議室 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
議事： 
1. 活動報告                                資料 1、2 
・ 『九州英文学研究第 41 号』刊行、大会 Proceedings の Web 掲載 
・ 第 77 回支部大会（2024 年 10 月 26 日～27 日）福岡大学七隈キャンパス 
・ 理事会・評議員会 
  2024 年 10 月 26 日（土）11:00〜福岡大学七隈キャンパス 文系センター15 階 第 5 会議室 

2024 年 11 月 29 日〜12 月 5 日メール会議 
2025 年 6⽉11⽇〜6⽉20⽇メール会議 
2025 年 10 月 25 日（土）11:00〜鹿児島大学郡元キャンパス 共通教育棟 1 号館 2 階 122 号会議 
室 

・ 編集委員会 
2024 年 10 月 26 日(土)10: 00〜10: 45 福岡大学七隈キャンパス 文系センター15 階 第 5 会議室 
2025 年 1 月 18 日～24 日メール会議 
2025 年 7 月 27 日（日）13: 00〜14:45 オンライン会議 
2025 年 10 月 25 日（土）10:00〜鹿児島大学郡元キャンパス 共通教育棟 1 号館 2 階 122 号会議 
室 

・ 第 78 回支部大会（2025 年 10 月 25 日〜26 日 ）鹿児島大学郡元キャンパス 
 

後藤支部長より上記の活動報告があり、すべて承認された。 
 
2. 会計報告 
（1）2024 年度会計報告、監査報告                        資料 3 
（2）2025 年度中間報告                             資料 4 
（3）2026 年度予算案                              資料 5 
 

2-(1) については監査役の秋好理事から会計に間違いないとの発言があった。続いて鶴田事務

局長より会計報告全般について説明があり、すべて承認された。 
 
3. 統合号出版経費負担について                         資料なし 
（1）プロシーディングス分担金 0 円 
（2）支部大会資料統合版分担金 0 円 
（3）英文学研究支部統合版第 17 号 90,184 円（第 16 号は 103,908 円（40 頁）） 
 

鶴田事務局長より報告があり、すべて承認された。 
 
4. 編集委員会報告                               
（1）『九州英文学研究』第 41 号（2025 年 1 月刊の統合版 17 号）について       資料 6 
（2）『九州英文学研究』第 42 号（2026 年 1 月刊行予定の統合版 18 号）について    資料 7 
（3）学会賞について                                 資料 8  
（4）その他 
 
  竹内編集委員長より編集委員会報告があり、すべて承認された。第 42 号に関しては、一般投稿

論文 2 編（イギリス文学と英語学）に対して優秀論文賞が授与されたことが報告された。 
 



5. 2026 年度全国大会・支部大会の開催大学について                資料なし 
第 98 回全国大会：同志社大学今出川キャンパス（京都市上京区）（2026 年 5 月 16 日（土）、17 日

（日）） 
第 79 回九州支部大会：九州大学伊都キャンパス  
 
後藤支部長より 2026 年度支部大会が九州大学伊都キャンパスで開かれる予定であることが報告

され、承認された。日程は未定である。開催校代表者の中村理事より挨拶があった。 
 
6. 事務局役員名、理事名、評議員名、評議員校、編集委員名                資料 9 
  
 各役職名簿が確認され、承認された。 
 
 
9. その他 

 
 後藤支部長より第三回理事・評議員会が予定されていることが報告された。議題は、 
1． 申請書が提出されている二件の旅費支援制度について、 
2． 第 78 回支部大会準備金の予算超過について、 

の 2 件である。 
 
 
報告事項： 
1. 日本英文学会理事会 9 月臨時会議 

1）日本英文学会の本部事務作業に関する外部システム導入について   資料なし  
手作業で行われている日本英文学会の事務作業が困難を極めていて、外部システム（アトラ

ス）の導入が検討されていることが後藤支部長より報告された。アトラスが導入されれば、基

本的にクレジットカード決済となり、会員が自分で出納を確認できるが、大学立て替え払いな

どの事情によりクレカ以外の支払いもできるように検討中である。 
 
2）日本英文学会ハラスメント相談委員会の「選任規程」新設について  資料なし 

  「日本英文学会ハラスメント相談委員会」に対して、2025 年４月までの相談はゼロ件である。

「選任規定」として日本英文学会本部理事は相談委員として選任できないとする案が出ている。

ただし、支部理事に関しては選任を妨げない。また、委員選出にあたり、ジェンダーバランス

を考慮することが求められている。 
 
 
2. その他 
 特になし。 
 
 
-------------------------------------------------- 
出席者：32 名 
【事務局】 
後藤美映、中村嘉雄、鶴田学、竹安大 
 
【理事】 
秋好礼子、鵜飼信光、大島由起子、後藤美映、小林潤司、高野泰志、竹内勝徳、竹安大、鶴田学、

中村嘉雄、西岡宣明、松元浩一、宮川美佐子、村尾治彦 
 
【2025 年度評議員】 



末松信子、木原謙一、黒木隆善、中島久代、大野瀬津子、松下紗耶、大津隆広、吉田希依、永尾悟、

田中優子、吉村圭、田中公介、藤野功一、鈴木章能、宮内妃奈、宮川美佐子、園田暁子、村上幸大

郎、小林正臣 


